
　ミネベアグループの製品に欠かせない金属、プラス
チックなどの原材料や、エネルギー源となる石油、天然ガ
スなどは、その使用量に限りがあります。また、電子機器
製品に不可欠なレアアース（希土類元素）は、埋蔵量が
少ない上に産出国が限られるため、輸出制限などを受け
やすくなっています。
　当社グループでは、事業活動の継続のためには資源の
有効活用が重要であると考え、経営的な視点から取り組
みを行っています。

　2011年度にミネベアグループ全体で使用された主な
原材料は、鋼材：約71,400トン、樹脂：約6,800トンでし
た。2010年度と比較した場合、およそ8%増加しました。
一方、当社グループから社外に排出された後、最終処分
（埋立）された廃棄物量は4,061トンと、2010年度とほ
ぼ同量でしたが、目標の4,000トン以下を達成できませ
んでした。
　また、当社グループではタイや中国の量産工場におい
て、工場内で発生した排水を可能な限りリサイクルし、工
場外に排出しない「排水ゼロ」工場を目指しています。

　工場からの流出、放出を発端とする水質汚濁、大気汚
染や土壌汚染などは周辺の地域社会にとって脅威になり
ます。ミネベアグループでは、地域との共存が事業活動
において不可欠であるとの考えから、環境負荷物質の削
減に取り組んでいます。

　ミネベアグループでは、各国、各地域の環境法令を遵
守するために、法令基準を上回る自主基準を設け、日々
の監視を行っています。2011年度は環境法令や自主基
準に違反するような事象はありませんでした。さらに、工
場からの漏洩や異臭、騒音、振動などの異常がないか確
認する環境パトロールをすべての工場で実施し、周辺地
域へ与える影響についても監視しています。
　また、2011年度は当社グループで使用する化学物質
使用量を効率的に管理するために、新たに使用する化学
物質についてデータベースを構築しました。データベー
スは2012年度に運用開始する予定です。

●工場排水の浄化
　ミネベアグループでは、排水を河川に放流する際、工場
保有の排水処理設備で使用済みの廃水を基準値内まで
浄化しています。また、各国および所在地域の法令に従っ
て、排水中のpH※1（ペーハー）、COD※2（化学的酸素要
求量）、BOD※3（生物化学的酸素要求量）、SS※4（懸濁物
質量）、ノルマルヘキサン抽出物質※5(油分)などを定期的
に測定し、自主的に工場排水の監視を行っています。
　2011年度、各工場の監視項目に異常は見られませんで
した。また、これらに関係する苦情も寄せられていません。

●廃棄物、リサイクル処分場の定期視察（日本、タイ、中国、他）
　各工場、事業所から排出される廃棄物には、それぞれ
の工場、事業所内で再使用、再利用が難しいものがあり
ます。こうした廃棄物は廃棄物処理業者に委託し、処分
しています。
　ミネベアグループでは、信頼できる処理業者を選定し
処分を委託するとともに、定期的に処分場に赴き、その
処理、管理状態などを視察しています。廃棄物の処理工
程において、土壌、水質、大気などへの環境汚染を引き起
こさないよう、今後も処理業者と協力し、取り組んでいき
ます。

●一関工場の土壌浄化完了
　ミネベアグループでは、かつてVOC（揮発性有機化合
物）の塩素系有機溶剤により、土壌や地下水の汚染を起
こした事業所があります。汚染のあった工場や跡地では、
当社グループの責任において浄化作業を進めています。
　一関工場でも同様の汚染が確認されていましたが、こ
れまで自主的に浄化作業に取り組み、2011年10月に浄
化を完了し、一関保健所および一関市に対して浄化完了
報告を行いました。

　ミネベアグループは、引き続き国内外の環境法令を遵
守した事業活動を行うとともに、過去に発生させた環境
汚染について、浄化作業を進めていきます。
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土壌浄化を完了した一関工場

浜松工場従業員による処分場視察の様子
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▶廃棄物等処理実績（2011年度実績）

▶上海工場の３Ｒ収支グラフ

2011年度は新たにアユタヤ工場において排水ゼロシス
テムが稼働したことにより、当社グループにおける工場
放水量を235,000トン減量することができました。

●3R活動の累積収益が10億円突破（上海工場）
　上海工場では、2003年に3R（リデュース／リユース／
リサイクル）委員会を発足し、産業廃棄物の有効利用と
削減に取り組んできました。取り組みを開始した当初は、
産業廃棄物の多くを費用をかけ処理していましたが、廃
棄物の分別回収に取り組むことで、一部のものは売却が
可能になりました。この取り組みにより、活動開始からお
よそ9年で廃棄物の資源売却額が累計で10億円を突破
しました。

　ミネベアグループは、埋立処分される廃棄物の最終処
分量の削減に取り組んでいます。
　2012年度の最終処分量は、前年度に引き続き4,000ト
ン以下を目指します。また、現在、埋立処分されている廃
棄物の性状調査や市場分析などにも取り組み、今後数年
を掛けて大幅な削減を目指します。
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※1　pH(ペーハー）
酸性かアルカリ性かを示す尺度。pH7が中性。7より小さいほど酸性が強く、7より大きいほどアルカリ性が強い。

※2　COD(化学的酸素要求量）
水中の有機物（汚れ）を酸化剤によって酸化するのに消費される酸素量。BOD測定と比べ短時間に測
定できるが、信頼性は劣る。CODは一般的に海、湖沼への排水管理に用いられる。

※3　BOD(生物化学的酸素要求量）
水中の有機物（汚れ）を微生物が分解するときに必要とする酸素量。BODが大きいほど水質は悪い。
測定に数日を要する。BODは一般的に河川への排出水監視に用いられる。

※4　SS(懸濁物質量）
水中に浮遊している物質の量。数値が大きいほど水質汚濁が著しい。

※5　ノルマルヘキサン抽出物質
水に含まれる発揮しにくい油や洗剤などを、ノルマルヘキサンという薬品で抽出した物質。当報告書で
は鉱油量を表す。




